


昭和新山山麓

写真①噴火遺構西山山麓ルート。②噴火口。③散
策路からみた伊達市街。④洞爺湖花火。⑤外国人宿
泊客。⑥有珠山山頂。⑦グリーンステイ洞爺湖。

有珠山山頂から見た洞爺湖

9月4日	 洞爺湖町文化センター、
	 散策路（西山山麓ルート）
9月5日	 有珠山、火山科学館、中島
9月6日	 グリーンステイ洞爺湖

地域経済学科
教授

研修先・日程

当初、最初に洞爺湖町の職員から町の概要やジオパーク
についてレクチャーを受けることが予定されていたが、担
当者のコロナ感染によりレクチャーが急遽中止となってし
まったため、研修内容がやや乏しくなってしまったことは
否めない。

グループにわかれ中島など主要な観光施設を訪問し、実
際にキャンプ施設等を利用することで観光地としての課題
とその解決策を考察し、報告会で発表をおこなった。

研修では道内有数の観光地である
洞爺湖町で観光の現状と課題をテーマ
として、種々の施設を見学した。

地域研修を終えて 地域研修で感じたこと
今回私たち古林ゼミは、活火山（有珠山）が与え

る洞爺湖町への経済効果を研究することを目的に洞
爺湖町へ地域研修に行きました。

有珠山の噴火による被害について事前に学習し
ていましたが、洞爺湖有珠山ジオパークで実際に町
道を横切った断層や火口列、隆起で形成された地溝、
折れた電柱、幼稚園やバスがそのまま残っているの
を目にし、想像以上だったことからその被害の大き
さを実感しました。これだけ被害が大きかったにも
関わらず、2000年の噴火による犠牲者が出なかっ
た洞爺湖町だからこそ噴火災害遺構を壊さずに残し、
観光資源や防災教育として活用できているというこ
とが分かりました。

噴火災害遺構が実際に残っているのは世界的にも
貴重であり、名所として知られることで観光客や登
山家、自然愛好家などの来訪者が増加し、それによっ
て洞爺湖町のホテル、ガイド、レストランやお土産
店など観光業としても成長することで経済効果をも
たらしていることが分かりました。調べるだけでは
得られない情報や現地の雰囲気を肌で感じ、防災の
意識を高めることもでき、とても有意義な研修にな
りました。

私たちはジオパークに登録されている洞爺湖町を
訪れました。実際に現地で歩き、体験していくと綺
麗な自然だけでなく、かつての国道を遮るように噴
火した跡に枕木を並べた散策路や階段状になってい
るアスファルト、熱泥流が流れ込んだ公営浴場や公
共住宅や被害を受けた幼稚園跡がそのまま保存され
ているなど噴火災害遺構をたくさん見ることが出来
ました。写真でみるだけではわからない迫力があり
ました。本来であればこのような遺構は残さないよ
うですが住民の方々の意向で防災教育や観光資源と
して残してあるそうです。

私たちが普段何気なく見ている風景も長い年月を
かけて作られたものだと感じました。また、洞爺湖
町は火山の噴火が起こる場所ですが、人々が暮らし
続けるのには理由があることが分かりました。事前
学習でも調べていたことではありますが、湧水を利
用した耕作や果樹園、噴火で温泉水が湧出しうまれ
た温泉観光など火山から様々な恵みを得られること
が暮らす理由になっていることが分かりました。

今回の研修で本やインターネットで理解できる知
識では知ることのできない情報やいかないとわから
ない雰囲気を知ることが出来ました。

地域経済学科３年 地域経済学科３年
札幌創成高校出身 室蘭清水丘高校出身

清川 芽依 岩渕 由真

古林 英一

学 生 研 修 記

洞爺湖町観光の問題点と展望
研修地：洞爺湖町
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◉総　括◉研修目的

参加学生数12名

１部
古林英一ゼミⅡ

FU
RU

BAYA
SH

I Eiichi Sem
inar II



フレベの滝近くにて

写真①知床五湖散策路。②知床五湖。③斜里漁港。
④海から見た羅臼岳。⑤オシンコシンの滝。

オーロラ号

９月15日		  知床自然センター、
		  知床五湖散策路、斜里漁協
９月16日		  観光船乗船

知床は海と陸の生態系が一体となっていることが世界自然遺産に認定された大きな理由であるが、
その一方で、陸域ではヒグマやシカ、海域ではトドといった野生生物と産業や人間社会との共存が
恒常的な課題となっている。とりわけ2023年はクマの被害が全国で多発し大きな問題となったこ

近年、野生生物との共存が各地で
問題になっている。今年度の研修は世
界自然遺産として海外からの観光客も
多い知床において、野生生物との共存
がどのようにおこなわれているかを知
ることを研修目的とした。

地域経済学科
教授

研修先・日程

学 生 研 修 記

野生生物との共生の難しさ 野生生物の保護と共存
今回の地域研修では、知床に行ってきました。

2005年に世界自然遺産に指定された知床国立公園
では主にヒグマ問題や漁業の問題について学んでき
ました。400 〜 500頭のヒグマが生息するヒグマ
が市街地に降りてきてしまうという問題が起こって
いました。

エサ不足やクマが人間に対する恐怖心が薄くなっ
ているのが主な原因となっており、これは知床だけ
でなく全国的にも問題となっています。

クマについて学ぶことができる知床センターでは、
クマと遭遇してしまった場合の対処法や知床国立公
園で作られているルールについて学びました。

そして、クマと共存していくためには駆除だけで
はなく、変化し続ける環境に応じた対応を模索して
いく必要があると思いました。

また、漁業についてウトロ漁協の方々に教えても
らいました。そこでは、当時知床が世界自然遺産に
なったことによる観光客の増加によって、漁業に使
う網などを勝手に踏んでしまい破損してしまったり、
観光客が立ち入り禁止区域に勝手に入ってしまうな
どの問題があったことを学びました。世界自然遺産
に登録されたと聞くと良いイメージを持つが、その
裏にはいろんな問題が起こっていることが学べまし
た。

今回私たちのゼミでは、世界自然遺産にも指定さ
れている知床に行ってきました。そこで私たちは世
界遺産に登録された事による漁業の影響や、ヒグマ
の問題について学んできました。 世界遺産に登録
されたことによる漁業の影響はウトロ漁協の方々に
教えていただきました。

漁業の影響を受けているのは羅臼側の地区です。
トドが網を壊して網の中にいる魚を食べ荒らすとい
う被害がでているが、トドは絶滅危惧種に指定され
ているので安易に駆除出来ないのが問題となってい
ます。 

ヒグマの問題については、知床センターというと
こで映像を見てヒグマの問題について学んで来まし
た。その映像では、道路近くに出てきた野生のヒグ
マを見るために路上駐車し、車を降りてしまうこと
により渋滞が起き、クマに襲われる危険と隣合わせ
の渋滞を解消するための取り組みの様子を見ました。
人間が野生動物の脅威を甘く見ているのが原因でこ
のような事が起き、熊側も人間を脅威となる存在だ
と思わなくなっています。クマには絶対に近づかな
いと共に、そもそも遭遇しないようするということ
が大事だと思いました。

クマと共存していくために、今までの対策だけで
はなく変化した環境に応じた対応を模索する必要が
あると思いました。

地域経済学科２年 地域経済学科２年
滝川西高校出身 とわの森三愛高校出身

根田 悠成 藤井 翔平

古林 英一

とから、報告会ではクマとの共存に焦点をあてた
発表となったが、現地での研修では漁業と自然遺
産観光との接点や摩擦について漁協でレクチャー
を受け、また、漁業・水産物を観光資源として活
かす試みについても知見を得ることができた。

また、実際に観光船に乗船することで、ヒグマ
が観光資源になっていることや、陸域と海域が一
体となった生態系を構成していることを実感する
ことができた。

野生生物との共存
研修地：斜里町
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◉総　括◉研修目的

参加学生数6名

２部
古林英一ゼミⅠ・Ⅱ

FU
RU

BAYA
SH

I Eiichi Sem
inar I・

II [Evening course]



宿泊施設・幌加内町ふれあいの家「まどか」にて

写真①②③雨竜ダム見学。④土木学会選奨土木遺
産に認定。⑤⑥⑦そば打ち体験。

9月3日	 笹の墓標展示館（旧 光顕寺）跡地
	 共同墓地（〝笹の墓標〟）	
9月4日	 朱鞠内湖畔
	 雨竜ダム（内部も見学）
	 そば打ち体験（「まどか」にて）

朱鞠内では名雨線鉄道工事につづき1939年から朱鞠内湖の雨竜ダム建設工事がおこなわれた。
ダム工事には常時2000人、最大7000人、延べ600万人の労働者がかかわり、その平均年齢は30歳で
あったという。ここには朝鮮人も大量に投入され、判明分だけで日本人168人、朝鮮人45人、計213
人が死亡したとされるが、朝鮮人死亡者数はいまだ不明確。「高所から落ちてそのままコンクリー
トで埋めこまれた朝鮮人がいた」「湖の底にどれだけの人が埋まっているかわからない」との証言
あり。朝鮮人犠牲者の遺体はいったん光顕寺（のちの「笹の墓標展示館」）に運びこまれたのち、
多くは林のなかに埋められ、だれがどこに埋まっているのか不明であったが、近年、遺骨の発掘と
返還がつづけられてきた。

研修では、ダム工事の現場であった雨竜第一ダムを訪れ、北電職員のかたに説明いただきつつダ
ム上部と内部を見学した。

研修一行は、かつての小学校校舎を改造した宿泊施設「まどか」に泊まり、夜はバーベキュー、
翌朝は、そば生産量日本一を誇る幌加内町のそば粉を用いたそば打ちを体験した。

北海道内でおこなわれた朝鮮人強
制労働の痕跡が比較的よく残っている
のが朱鞠内である。朱鞠内でのダム工
事現場をはじめ、犠牲者が運びこまれ
た寺の跡地、遺体が埋められた共同墓
地などを訪ねて歩く。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科
教授

水野 邦彦

悲惨な強制労働の歴史を伝えること ただ埋められたタコ部屋労働者
研修の目的は、かつての朝鮮人労働者の置かれた

過酷な労働環境を知り、いま私たちにできることは
何なのかを考えることであった。

朱鞠内の林のなかにある「共同墓地」では、朝鮮
式の墓と追悼碑を目にしたが、どのような労働を強
いられて犠牲になったのかが追悼碑につづられてい
た。

戦時下の雨竜ダム工事に携わって命を落とした朝
鮮人は、林の中にただ埋められるだけという共同墓
地に眠っており、戦後しばらく顧みられることがな
かったようだ。朝鮮式の墓を見るのは初めてだった
が、この共同墓地は2001年のワークショップに参
加者した若者によってかなり整備されたという。

身元がいまだに特定されない遺骨、いまなおどこ
に眠っているかわからない遺骨もあるようで、犠牲
者とその家族を思うと胸が痛くなった。このような
強制労働の犠牲者の悲惨を後世に伝えるとともに、
同じことを二度と繰り返さないことが、いま生きて
いる私たちの役目であると痛感した。

朱鞠内湖に雨竜ダムを造る大規模工事が戦前戦中
に行われ、そこに朝鮮出身者を含む数千人の労働者
が強制労働を強いられていた。ぎゅうぎゅう詰めの
宿舎など、その生活・労働環境はタコ部屋と呼ばれ、
亡くなった朝鮮人の多くは林の中にただ埋められた。
その遺骨が発掘されたり、近くの光顕寺内で骨がみ
つかったりしたのは、数十年も後のことだった。遺
骨が眠る山中には墓も墓標もなく、ただ笹が墓標代
わりだったという。

光顕寺は「笹の墓標展示館」として強制労働調査
の拠点になったが、2019年の豪雪で傾き、解体を
余儀なくされた。いま巡回展が行われるとともに、
募金によって展示館の再建が目指されている。

幌加内町はそば生産量日本一の町でもあり、研修
ではそば打ちを体験した。ふだん自炊しているので
自信はあり、そば粉と小麦粉に水を加えながら混ぜ
るのはうまくいったが、次の「丸出し」や「四つ出し」
では力加減が難しく、厚みにムラができたり、ちぎ
れたりした。

地域経済学科２年 地域経済学科 3 年
札幌清田高校出身 滝川西高校出身

木下 滉大 高橋 諒成

朝鮮人強制労働の痕跡を訪ねる研修
研修地：幌加内町朱鞠内

参加学生数20名

１部
水野邦彦ゼミⅠ・Ⅱ
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◉総　括◉研修目的

M
IZU

N
O

 Kunihiko Sem
inar I・

II



取材に応じてくれた旭山動物園職員を囲んで

写真①旭山動物園を楽しむ。②ピーシーズの理事長
を囲んで。③旭川市役所職員を囲んで。④旭川フー
ドデザイン研究所職員を囲んで。⑤旭川フードデザイ
ン研究所での工場見学。⑥層雲峡の宿で夕食。⑦層
雲峡の名所「双爆台」。

旭山動物園を楽しむ

8月28日	 旭山動物園、NPO法人ピーシーズ
8月29日	� 旭川市役所（旭川市クリーンセンターにて

講演・意見交換会）、旭川フードデザイン
研究所

8月30日	 層雲峡観光後に帰札

旭山動物園では、地元農家から出る規格外農産物を動物の餌として受け入れることによって食品
ロス削減に貢献しているが、それは動物園が取り組む様々な環境保全活動の一部に過ぎないことが
わかった。市内でフードバンク活動を展開するピーシーズでは、食品の回収・仕分け・配達などの
作業に障害者が関わっており、食品ロス削減と障害者就労支援を組み合わせていることがわかった。
旭川市役所では、全道でも先駆的な「食品ロス削減推進計画」を2023年3月に策定したばかりで、4
つの基本方針にもとづいて食品ロス削減をさらに推進しようとしていることがわかった。旭川フー
ドデザイン研究所では、地域の農水産物が店舗に届くまでに発生する様々な未利用食材を新しい素

日本は食料の 6 割以上を外国から
輸入し、その輸送で大量のエネルギー
を消費しながら、年間に約 600 万ト
ンの食品ロスを生みだすという深刻な
矛盾を抱えている。そのような食品ロ
スの現状とその削減に向けた課題につ
いて旭川市の事例を通して考える。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科
教授

水野谷 武志

旭川市の食品ロス削減

食品ロスの考え方―旭山動物園

今回私たちは食品ロス削減の現状と取り組みというテーマをもとに旭川市で２泊３日
の研修を行いました。

旭川市では、旭川市役所、旭山動物園、ピーシーズ、旭川フードデザイン研究所の方々
に取材を協力して頂きました。旭川フードデザイン研究所では講演を受け質疑応答の後，
工場見学をさせて頂きました。ここでは「地球食」という地球の恵みを無駄なく調理加
工して人気な商品を日々開発しています。工場見学では自社で生産しているオリジナル
の機械が実際に稼働しているところなど見ることができました。取材では常にお客さん

私たちは食品ロス削減の現状を知り、新しい取り組みを考えるために、旭川市を訪れ
ました。研修で取材させていただいた中の1つである旭山動物園では、余った食材を提
供してくださる方から全てを引き受けるのではなく、必要な分のみ受け取っていること
を知りました。予め動物たちに与える量が決まっており、必要な分はすでに発注されて
います。そのため、食料を受け取ることは普段与えている餌にプラスで与えることにな
ります。職員は動物たちのため食材の品質や与える量、体重管理、必要な栄養素なのか
を十分に考え食材を受け取るかを判断していました。動物の健康を第一に考えつつ、必

を第一に考えられていて，私たちに寄り添ってくれる身近な企業であると感じました。
今回の研修を通して食品ロスを完全になくすのは難しいかもしれないが、減らしていく活動が地域活性化

に繋がったり企業の認知度や売り上げの向上になるということがわかりました。

要な分だけ受け取る事で、新たな食品ロスを生まないように心がけていました。私はこの考え方が本当の食
品ロス削減に繋がると感じました。直接お伺いすることで、動物たちの生態や育っている環境、職員の動物
への真剣さを実感し、食品ロスに対する理解が深まりました。

地域経済学科２年

地域経済学科３年

北海高校出身

札幌藻岩高校出身

佐藤 綸太郎

柏崎 未空

材に加工する高い技術力があることがわかった。
旭川市の事例を通して、食品ロス削減は多様な

主体による多面的な取り組みの結果として実現す
るものであることが理解できた。その上で今後の
課題の1つとしては、主体間の協力・連携をさら
に進めることであると感じた。

食品ロス削減の現状と課題―旭川市の事例
をふまえて
研修地：旭川市

33

◉総　括◉研修目的

M
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N
O
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 Takeshi Sem

inar I・
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参加学生数20名

１部
水野谷武志ゼミⅠ・Ⅱ



釧路町役場職員に向けた研修成果発表

写真①津波避難場所（イオン釧路店駐車場）。②津
波避難場所サイン（シティーホール釧路北）。③津
波避難場所（マルハン木場店駐車場）。④研修成果
発表会（釧路町役場）。⑤発表を終えてホッとするゼ
ミ生（役場前）。⑥釧路湿原国定公園・細岡展望台。
⑦釧路町沿岸部視察（来止臥［キトウシ］野営場）。

図1 セチリ太地域推計避難者マップ　※QRコードからwebで閲覧できます。

津波避難タワー建設予定地（中園公園）

8月22日		�  釧路町役場職員との事前打ち合わせ
（釧路町役場）

8月23日		�  釧路町セチリ太地域の津波避難場所を
巡回

		�  釧路町役場職員に向けた研修成果発表
（釧路町役場）

		  釧路湿原国定公園・細岡展望台
8月24日		  釧路町沿岸部を視察後に帰札

現地に行く前に、地理情報システム（具体的にはArcGIS ProというPCソフト）を使い、津波避
難場所から徒歩500m圏内の人口を「推計避難者数」として計算し、学生がマップ化した（図1参照、
QRコードから同様のマップがウェブ上で閲覧可能）。

この推計データの妥当性を確かめるために、セチリ太地域の各避難場所を訪れるとともに、釧路
町役場職員に推計結果を発表して意見をいただいた。

その結果、「推計避難者数」が特に多かった富原小学校・富原中学校・釧路東高等学校について
は、徒歩500m圏がかなり重なり合っているために、「推計避難人口数」は実際に避難してくる人
数よりもかなり過大になっていること、周辺住民にはこの3つの避難場所のうちどこに避難するか
が役場から事前に周知されていること、3つの避難場所にある校舎は一時的に避難する場所として
は十分なスペースがあることがわかり、収容能力としては特に問題ないことが検証できた。ただし、
津波が実際に来た時に事前に指定された避難所に周辺住民が確実に避難できるかが課題であると感
じた。

北海道太平洋沿岸では巨大地震が
起きた場合に深刻な津波浸水被害が想
定されているが、釧路町は沿岸部より
も釧路川を遡上した内陸平野部のセチ
リ太地域に人口が集中している。そこ
で、セチリ太地域の津波避難場所にお
ける避難者数の収容能力を検証する。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科
教授

水野谷 武志

津波からの避難について
私の研修テーマは、釧路町セチリ太地域における津波避難者場所への避難者数の推計

でした。津波避難場所には、どのくらいの人数が避難してくる可能性があるかを地域研
修前にArcGIS Proというソフトを使い計算し、マップを作成しました。地域研修では、
実際の避難場所の視察や釧路町職員に向けて作成したマップを交えながら研修テーマで
発表しました。

釧路町は海沿いの町であり、セチリ太地域は大きな津波被害を受ける可能性があると
して、町でも津波からの避難の方法を考えていました。それは、分散避難という方法で
あり避難する場所をあらかじめ決めることにより、避難場所が避難者であふれることな
く避難させることができるというものです。しかし、分散避難計画上よりも多くの避難
者が避難場所に来た場合、どのような対応を行うかが気になりました。

日本は津波が多く発生する国なので、ほかの自治体でもこのような避難計画が立てら
れているかについて今後さらに比較・検討してみようと思いました。

地域経済学科３年
北海学園札幌高校出身

有田 幸平

津波避難場所における収容人数の検証
研修地：釧路町

参加学生数1名
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本別町役場での集合写真

写真① JA本別町の農業倉庫にて。②前田農産食品
のポップコーン圃場にて。③前田農産食品の小麦乾
燥調整施設にて。④道の駅 ステラ★ほんべつでの集
合写真。⑤十勝名物豚丼で昼食。⑥ JA本別町農産
センターでの座学研修。⑦宿泊施設での夕食バーベ
キュー。

8月23日		  本別町農林課
8月24日		  JA本別町農産センター
		  渋谷醸造株式会社
8月25日		  前田農産食品株式会社（農業者）
		  道の駅 ステラ★ほんべつ

本別町は古くから道東地域の交通の要所として栄え、利別川流域の優等地を中心に基幹産業とし
て農業が発展してきた。金時や高級菜豆の生産が盛んだったこともあり、1990年代以降は「豆のま
ち」としても有名である。

本別町の経営規模は2000年代初めには平均27haほどだったが、2022年現在では41.3haまで拡大
した。規模拡大はそのまま労働力不足へと結びつき、従来の畑作4品による輪作にも影響を与えて
いる。個別経営は機械化による省力化を実現しやすい小麦や豆類の作付けを維持する一方で、馬鈴
薯やてん菜の作付けは減少している。さらに畜産経営は飼養頭数を拡大し、土地利用ではいまや飼
料作物の作付面積がトップとなっている。

研修でお世話になった農業者の前田農産食品は、地域の平均を大きく超える140ha規模で小麦や
ポップコーン専用トウキビの生産を行いつつ、加工・販売までの一貫経営を行っている。季節雇用
から通年雇用への切り替えによる労働力の安定的確保の面でもポップコーンの加工事業が重要で
あった。また小麦の秋まきと春まきを交互作付けすることで、輪作と同様に連作障害の回避に繋が
るという考え方も、規模拡大に合わせた輪作体系の再構築に向けた検討の材料となるであろう。

ポストコロナの市場環境の変化や
円安による資材高騰など、農業経営が
新たな対応を求められている現状を鑑
み、大規模畑作経営の集積地である十
勝農業がどのような展開を見せている
のか、自治体、農協、農業者を中心と
した実態調査から明らかにすることを
目的とした。

地域経済学科
教授

宮入 隆

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科２年

地域経済学科２年

北海高校出身

釧路湖陵高校出身

小野 愛実

古川 敢太

農業者の思いを直接聞ける嬉しさ

現状に適した新たな生産方式追求の重要性

本別町は帯広市と釧路市の中間に位置し、面積の半分以上が山林に覆われた緑が美し
い自然豊かな町です。かつては林業も盛んでしたが、現在は良質な豆を特産とした畑作
と畜産を中心とした、農業が基幹産業の町となっています。本別町の畑作農業は広大な
土地と十勝特有の寒暖差を活かして、特産品の豆のほか、小麦、てん菜、馬鈴薯のいわゆ
る畑作4品目を中心にしています。

最も興味深かった研修先は、農業者調査で訪れた前田農産食品株式会社です。経営主
の前田さんの地域農業や消費者・実需者に対する思い、ご自身で加工から販売までを担

今年度、私たちは本別町を事例に大規模畑作経営の現状と課題について調査しました。
研修全体を通して、私は現在の農業経営に適した生産方式を再検討していくことの重要
性を実感しました。例えば、本別町では急激に規模拡大が進み、現在では平均で40ha
を超えています。労働力が不足するなかで、ここまで大きくなると、従来の4品輪作を
維持することは困難であることを知りました。そのため、いかにして新たな輪作体系を
確立し、農業や地域そのものを守っていくか、考える必要があるのです。

すでに体系化された生産方法や考え方を変えることは容易ではありません。私は、そ

うようになったきっかけなどを聞くことができ感銘を受けました。広大なポップコーン専用のトウキビ畑で
生産面の工夫についてお話をうかがい、ポップコーンを製造する加工場を実際に目にすることができたこと
も嬉しかったです。今回の研修を通して北海道農業についてさらに詳しく調べたいという意欲が高まりまし
た。

れを再構築していくことにチャレンジしている現場の皆さんをみて感銘を受けました。
人手不足と輪作体系の再構築について、本別町だけではなく、全道で様々な試みが行わ
れていることも分かりました。このような動向について今後も注目していきたいです。

大規模畑作経営の現状とこれから
研修地：本別町
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高橋農場での集合写真

写真①上川ライスターミナルでの集合写真。② JA
たいせつでの座学研修。③ JAたいせつ田んぼアー
ト2023。④高橋農場で自動操舵トラクターの見学。
⑤高橋農場での研修。⑥高橋商事の工場見学。⑦
高橋商事さんとの懇親会。

8月29日		  上川ライスターミナル株式会社
		  JAたいせつ営農部
8月30日		  高橋農場（鷹栖町）		
		  株式会社高橋商事

上川中央部の農協は、ホクレンと共同出資して設立した上川ライスターミナルの施設を拠点に良
食味米の広域産地として存立している。品種構成を集荷量割合でみれば、上川中央部は北海道が誇
る超良食味品種‘ゆめぴりか’の割合が6割を超えている。全道の‘ゆめぴりか’の割合は3割弱であ
ることから、この地域が良食味米生産に重点を置いていることがわかる。事例のJAたいせつはそ
こまで‘ゆめぴりか’に特化しておらず、地域の土地条件なども勘案しながら、オールラウンダーの
‘ななつぼし’をメインに、業務用米として根強い人気を誇る‘きらら397’などがバランス良く生産さ
れ、米の総合産地といった様相である。

研修で得た知見を基に学生たちは以下のとおり結論づけた。第1に、北海道は全国有数の米どこ
ろとして存立し、生産者段階での多品種生産、そして農協集荷段階での高品質仕分けなどで、きめ
細やかに生食用・業務用・加工用といった各実需の多様なニーズに対応してきたことが最大の強み
である。第2に、主食用需要が減少することを前提に、従来の延長戦上ではあるが、輸出事業のみな
らず、今後は機能性食品の原料など特殊需要の開拓も視野に入れるべきである。

北海道内最大の良食味米産地とし
て存立する上川中央部を事例に、JA
グループおよび農業者の生産・集荷に
関する実態調査から北海道稲作の現状
と課題を明らかにし、さらに特定米穀
を扱う産地業者への調査を踏まえて、
今後の道産米の生産・販売戦略の方向
性を検討する。

研修先・日程

学 生 研 修 記

調査を通して知った稲作経営の実際私たちが考えた道産米販売戦略の課題と方向
私たちのゼミは、「北海道稲作の現状と米販売戦

略の方向」をテーマに上川中央部で研修を行いまし
た。農家調査で事例とした高橋農場は、水稲作に特
化した経営をしており、転作対応も水稲で行ってい
るのが特徴的でした。販売面では、全量農協出荷で
の商品化で、農協が各需要の変化に合わせて出荷先
を選択したことでコロナ禍の影響は受けずに済んで
いました。それでも、円安/物価高の影響は強く受
け、飼料や肥料の高騰により所得率が大きく減少し、
調査を通じて稲作経営の厳しさも知ることができま
した。圃場条件があまり良くないと、単価の高い‘ゆ
めぴりか’の生産が限られてしまうということも知
りました。‘ななつぼし’や‘きらら397’の単価は低
いとしても、経営規模を拡大して対応している状況
です。

今回の研修終えて、日本人の米消費量が減少して
いる現在では、稲作は主食用以外の需要に対応した
米作りが求められているのだと実感しました。

研修で調査した高橋商事は、特定米穀（規格外
米・くず米）という選別の際に一定の基準に満たさ
なかった米の集荷・加工・販売を専門的に行ってい
る会社です。この会社の特徴は2点あります。第１
にホクレン・農協を中心に全道各地から集荷できる
圧倒的な調達力、第2に色彩選別機を多面的に活用
した圧倒的な選別・商品化の能力です。これらの特
徴を最大限に生かし、多種多様な商品を作り、多様
なニーズに応えていました。良食味米産地として存
立している上川中央部の農協は、高位平準化された
商品を作り出すために高度な選別を行い、その結果
として規格外米なども多く発生します。だからこそ
高橋商事のような企業が存在していることが重要で、
企業活動自体が産地貢献であるといえます。

このような事例を通して、多品種による多様な
ニーズに合わせた米づくりはもちろん、健康志向に
応える特殊需要の開拓など新たな販路開拓が必須条
件であると考えました。

地域経済学科２年地域経済学２年
札幌創成高校出身札幌大谷高校出身

岡田 将英石村 向

地域経済学科
教授

宮入 隆

北海道稲作の現状と米販売戦略の方向
－上川中央部を事例に－
研修地：旭川市・鷹栖町
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サラパーク前にて。役場の皆さんにはお世話になりました

写真①更別村スーマートビレッジの解説に聴き入る。
② SARAPARKで伝わる熱い解説。③いよいよロボ
ットトラクターの実演。④操縦方法は、使いやすく。
⑤ロボットトラクターに乗る前に解説を聴く。⑥みん
なでさらべつカントリーパークでのキャンプ食事。⑦
スーパービレッジ計画の説明を受ける。

9月18日	 移動、さらべつカントリーパーク
9月19日	� 更別村役場、旧試験圃、サラパークホール

調査は、主に更別村のスーパービレッジ構想推進室の担当の方からの政策の解説を受け、午後には
農業への自動化施策であるド―ローンの農薬散布と自動化したトラクターの活用状況、その課題、そ
して、現場の見学を受けての役場からの解説、へと続いた。　　

事前に調べた印象とは違って、実際の政策の解説を聴くと、様々な課題があることに気づかされ、
新たな発見もあった。「ひゃくわくサービス」の経過、自動配送システム、ウェアラブルウォッチを始め
とした健康プログラムの課題、など高齢化と過疎化が進む中でのデジタル化の重要さと課題について
再認識でき、積極的な取り組みがとても素晴らしい、という感想もあった。また、それだけに課題も
多く、デジタル技術がどう地域に生かせるか、についていろいろ考えさせられたことも多くあった。

事前に質問を準備して役場に送っていたので、それに対する詳しい返答を整理して説明いただき、
学生にとっては貴重な学びの場となったと思う。そして、解説の最後の更別村の主幹の方から、学生
みんなに対し、DX化を含め新しい課題に果敢に挑んでほしいという、熱く強いメッセージは、胸に届
いたと思われる。

ゼミの学習テーマである「デジタ
ル化」が地域に何をもたらしているか、
の問題意識のもとに、更別村が国から
認定された「スーパービレッジ構想」
の実際について調査をし、着手しつつ
ある現場に触れ、その内容や課題を探
ることが目的である。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科２年

地域経済学科２年

大麻高校出身

札幌藻岩高校出身

和泉 翔大

若山 隼也

地域経済学科
教授

山田 誠治

デジタル化を進めている村に期待

デジタル化を進めている村に期待

山田ゼミはデジタル技術を活用した取り組みの調査のため、北海道の十勝地方にある
更別村を訪れました。更別村は村民の暮らしをより豊かにするためにさまざまなデジタ
ル技術を取り入れています。

その代表的な例がドローンや無人トラクターです。更別村は農地面積が広く、高齢者
の割合が高いため畑の管理が困難です。そのため、無人トラクターで畑を耕したり、ド
ローンで水を撒いたりと、うまくデジタル技術を活用していました。ほかにも、ウェア
ラブルウォッチという着用者のバイタルデータを取得し、そのデータを5分おきに家族

山田ゼミは北海道十勝地方南部に位置する更別村を訪れました。更別村は近年、デジ
タル化に力を入れており、今回は農業用ドローンの無人飛行や、トラクターの無人運転
を実際に見させていただきました。少子高齢化によって働き手の確保がますます難しく
なっているため、この取り組みによって業務の効率化が可能となり、人手不足解消の解
決の糸口になるのではないかと感じました。他にも家まで注文した商品を運んでくれる
自動配送ロボットや様々な身体データを取得することができるウェアラブルウォッチの
紹介をしていただきました。こちらは乗り越えていかなくてはいけない問題がありまし

に送れる機会を村民に無料で配布しており、更別村がどれだけデジタル化に力が入れているかがうかがえま
す。しかし、高齢者にあまりデジタル化が浸透していないという問題もあり、今後の課題となってくると思
います。更別村の積極的な姿勢はほかの市町村も見習うべきであり、更別村はデジタル化に成功した村とし
て見本になると感じました。

たが、もし、解決することができ、実用化を進めることができれば村全体の生活の質を
上げることができると思いました。

このように更別村では興味深い取り組みが数多く行われており、成果をあげることが
できれば、先駆的なむらづくりとなるため、成功することを期待しています。

更別村スーパービレッジ政策の課題の調査
研修地：更別村
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京都  四条河原町にて

写真①夜の京都らしさを実感。②オーバーツーリズム
で有名な錦市場。③北海道にはない先斗町街並みの
見学。④京都観光協会の入ったビルを前に。⑤八坂
神社前で外国人へアンケート調査。⑥子ども食堂DX
の実証実験の結果をくわしく解説。⑦枚方市長にも
ご挨拶。⑧京都スマートシティエキスポでも質問。

10月3日	 市内観光スポットの見学
10月4日	 京都市観光協会から観光DXの解説
	� 清水寺、錦市場、祇園、河原町、八坂神社、 

etc.で外国人アンケート調査
10月5日	� 枚方市役所で子ども食堂DXの実証実験

について解説
	� 京都スマートシティエキスポ2023を見学

今回の研修では、世界に冠たる観光地である京都市に出向き、観光DXをある意味主導し、量質と
もに非常に豊かな取り組みをされている京都市観光協会の取り組みについて調査してきた。特に公
式ホームページの作成運営をめぐる様々な取り組みについて、非常に詳しく、またその経過と課題
についても率直に紹介していただき、学生たちにとっては非常な大きい学びになったと思う。

また、京都の観光情報をどのように入手したか、についての外国人アンケートの取り組みでは、
対面での聴き取りが強く印象に残ったようで、経験としても貴重な機会となったと思う。

また、枚方市の子ども食堂 DXについては、実証実験の取り組み自体が非常にユニークで、かつ
その結果について、デジタルの活用には、人の問題を含め、いくつかの課題が明らかになったこと
を詳細に紹介してもらい、非常に有意義な研修になったと思う。

関西地域特有のざっくばらんな解説に接し、北海道とはまた違う空気の中で、現場の方々から実
際のところを細かく聞けたことは、ただデジタルの範囲内でだけで知ることとは違う「知」があり、
学生たちは多くのものを感じ、学び取った研修になったのではないかと思う。

「デジタルを活用して地域を元気に
する」をテーマに、調査対象として世
界に冠たる京都の観光 DX の取り組み
と、全国に先駆け、子ども食堂に DX
を取り入れた実証実験を行った枚方市
を訪問し、その経緯や課題について学
修することを目的とした。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科４年

地域経済学科３年

札幌旭丘高校出身

札幌新川高校出身

伊藤 衣織

秋山 向太

地域経済学科
教授

山田 誠治

大阪で見た子ども食堂とＤＸ化のリアル

地域研修を通じて学んだこと

私たちは今回の地域研修で、子ども食堂とDX化についてのお話を伺いに大阪府枚方
市の市役所を訪れました。市役所は子ども食堂への食材の寄付の仲介を行っていました
が、子ども食堂の増加に伴って、作業の効率化が求められるようになったことから、DX
化への取り組みが始まりました。民間企業も多く参加した巨大なプロジェクトを一から
丁寧に説明していただき、DX化が完成するその過程を理解することが出来ました。また、
このプロジェクトは現在はもう使用されていないのですが、なぜ完璧に効率化したはず
のシステムを現在も利用するに至らなかったのか、DX化を行うためには何が重要だっ

今回私たちは京都市観光協会を訪れました。観光協会を訪れるにあたり、事前のゼミ
学習で考えた質問を京都市観光協会に文書で送りました。その質問に対して観光協会の
方から熱心に回答をしていただいた中で、特に印象に残ったのはマーケティング戦略で
す。

顧客の購入金額や利用率のデータを元にターゲット層を分割し、個人に合わせたサー
ビスを提供するといったDXを活用した戦略を実行していました。

そして、実際に京都を訪れている外国人観光客の方々に、京都観光ナビを知っている
かや要望などについてのインタビューも行いました。様々な国の方々に話しかけるため、初めは不安や緊張
を感じていましたが、多くの方がフレンドリーに接してくれたため充実したアンケートとなりました。こう
した外国人とたくさんコミュニケーションをとる機会はこれまでなかったので、今回の地域研修を通じて新
たな扉を開くことができたと実感しています。

たのか、運営側と利用者側の視点を深く考える、とても貴重な学びの機会となりました。
今後DX化と共に社会を支えていく私達にとって、忘れられない地域研修になったと感じています。

地域課題に対する DX化の実情と課題の調査
研修地：京都府京都市・大阪府枚方市
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このゼミ生の仲間

写真①北海道とサツドラについての熱い語り。②こ
れがサツドラの頭脳の部屋。③オープンで快適なス
ペースを活用。④サツドラの歴史と今も展示。⑤コ
ンサドーレとも連携して地域スポーツを支援。⑥店内
施設の見学でコンセプトを理解。⑦利用中のコーワ
ーキングスペース。⑧“Hokkaido Happy”で飾られた
スペース。

9月15日		�  サツドラホールディングスへ訪問・調査

研修の訪問先に選んだサツドラは、北海道の高齢化と人口減少を睨みながら、AI やデジタル技術
を様々に活用し、この課題に立ち向かう地域密着の経営戦略を展開しており、訪問見学でそのコン
セプトの柱である地域コネクティッドビジネスを実際に体感できたのではないかと思う。カードを
利用しながら地域住民とのつながりを生かし、そのインフラ化によって企業経営を展開していこう
ということ、地域の社会貢献を睨んだ様々な取り組みをしていること、を学生たちは実際に話を聞
き、学ぶことが多かったのではないか。

実際に 江差町のカードの話を聞いて、人口が少ない市町村にも地域の人たちと協力を築いてい
る展開に関しては、学生たちも強い印象を持ったようだ。

単なる小売業を超えたこれらの取り組みについては、今後、道内志向の学生たちにとっても直面
する課題でもある。若い担当の方が熱く学生向けに話をされ、店内の見学でも、ワーキングスペー
スや地域の交流を図る場を提供し、地域の人々をつなぐための色々な工夫がなされ、この企業のコ
ンセプトが実際に展開されている様を肌でも感じ取れる研修になったのではないかと思う。

今回の調査は、デジタルを活用し
て地域を元気にする、というゼミの
テーマのもと、いろいろ紆余曲折があ
りながら、地域コネクテッドビジネス
というコンセプトで経営を展開してい
るサツドラを訪問し調査した。

研修先・日程

学 生 研 修 記

地域経済学科
教授

山田 誠治

ドラッグストアの枠を超える サツドラの「地域コネクテッドビジネス」
今回山田ゼミでは、サツドラホールディングスの

本社を訪れた。人口減少や超高齢化社会をはじめと
した様々な社会課題を抱えている北海道で、ドラッ
クストアから地域のヒト・モノ・コトをつなぎ、サ
ツドラの経営理念である「健康で明るい社会の実現
に貢献する」はそれを体現している。

北海道はこれから人口5000人以下の町が過半数
以上になると言われ、5000人というボーダーライ
ンを下回ると様々なサービスやビジネスが成立しな
くなり、価値のあるものが道外に流出してしまうと
いう。それを阻止するため、サツドラが経済圏をつ
くり、地域内で充実した暮らしをできるようにする
のが地域コネクティッドビジネスという考え方でし
た。そのため、サツドラは、地域の企業や町村と連
携することで資源や特色を活かしドラッグストアビ
ジネスから地域コネクティッドビジネスへ。そして
北海道だけでなく日本を変えていけるかもしれない
取り組みだと思いました。

DXによる地域の課題解決について学ぶ山田ゼミ
では、「健康で明るい社会の実現に貢献する」とい
う理念のもとドラッグストアビジネスを主体とし、
近年はその域を超えて「地域コネクテッドビジネス」
として北海道の課題解決に取り組むサツドラホール
ディングスの本社にて地域研修を行いました。 

サツドラは基幹系システムの開発を自社で進め
ることでシステム開発の知識やスキルを蓄積し、そ
の技術力によって消費者のニーズや社会情勢の変
化、トップの意向等を事業へスピーディーに反映す
るマーケティングを行っています。また実験の場と
してのドラッグストアを基に、北海道共通ポイント
カードEZOCAや、それに対応した独自のPOSシス
テム等の開発も行い、エネルギーの開発や教育等の
事業も行っており、いずれも技術を持って地域と協
同することで事業を拡大している事が分かり、DX
の活用や企業の在り方の具体的な一例を示していた
だきました。

地域経済学科２年 地域経済学科３年
石狩南高校出身 札幌英藍高校出身

吉田 龍信 一戸 響

地域コネクテッドを目指すサツドラの
戦略を調査
研修地：札幌市
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地域研修報告会

①川村 1 部Ⅰ・Ⅱ（札幌）　②内田 2 部Ⅰ・Ⅱ（網走）　③濱田 1 部Ⅰ・Ⅱ（沼田）　④山田 2 部Ⅰ・Ⅱ（札幌）

①水野谷 1 部Ⅰ・Ⅱ（旭川）　②佐藤 1 部Ⅰ（江別）　③宮入 1 部Ⅰ・Ⅱ（本別）

①佐藤信 1 部Ⅱ（札幌）　②上園 1 部Ⅰ（豊富）　③山田 1 部Ⅱ（京都府 / 京都・大阪府 / 枚方）　④古林 1 部Ⅱ（洞爺湖）

①平野 1 部Ⅰ・Ⅱ（札幌）　②平野 2 部Ⅰ・Ⅱ（札幌）　③浅妻 1 部Ⅰ・Ⅱ（函館）　④大貝 1 部Ⅰ（浜中）

①大貝 1 部Ⅱ（山形県 / 山形ほか）  ②内田 1 部Ⅰ・Ⅱ（芽室）  ③川村 1 部Ⅰ・Ⅱ（札幌）  ④藤田 1 部Ⅰ（京都府 / 京都・亀岡）  

①上園 1 部Ⅱ（ニセコ）　②西村 1 部Ⅰ・Ⅱ（大阪府 / 大阪・兵庫県 / 神戸）　③宮入 2 部Ⅰ・Ⅱ（旭川・鷹栖）　④牛久 1 部Ⅱ（釧路 / 阿寒）

①古林 2 部Ⅰ・Ⅱ（斜里）　②藤田 2 部Ⅰ・Ⅱ（豊富）　③水野谷 2 部Ⅱ（釧路）　④西村 1 部Ⅰ・Ⅱ（浦幌）

【午前の部】●32番教室［51名］  運営担当：浅妻先生

【午前の部】●41番教室 ［68名］ 運営担当：佐藤先生

【午前の部】●33番教室［48名］  運営担当：上園先生

【午前の部】●42番教室［68名］ 運営担当：藤田先生

【午前の部】●50番教室［58名］ 運営担当：濱田先生

【午後の部】●32番教室［41名］ 運営担当：古林先生

【午後の部】●33番教室［30名］ 運営担当：牛久先生

①藤田 1 部Ⅱ（石狩）　②上園 2 部Ⅰ・Ⅱ（余市）　③大貝 2 部Ⅱ（北見ほか）　④水野 1 部Ⅰ・Ⅱ（幌加内 / 朱鞠内）

①山田 1 部Ⅰ（更別）　②浅妻 2 部Ⅰ・Ⅱ（室蘭）　③古林 1 部Ⅰ（洞爺湖）　④西村 2 部Ⅰ・Ⅱ・濱田 2 部Ⅰ・Ⅱ（豊浦）

【午前の部】●34番教室［46名］  運営担当：内田先生

【午前の部】●40番教室 ［59名］ 運営担当：川村先生

2023年12月17日㈰に2023年度の地域研修報告会が実施されました。地域研修報告会は、本学経済学部の科目である「地域研
修」の一環として行われるもので、現地研修から得た知見をまとめ、35グループが研修成果の報告を行いました。

ここ数年、コロナ禍により活動が制限されていた部分があり、地域研修も多少なりとも影響を受けていましたが、ついにコロ
ナ禍が明け、やっと制約のない中で地域研修を実施することができました。コロナ禍での研修も学びの多いものでしたが、制約
がなくなったことで、地域研修の幅はここ数年よりは拡がり、充実した研修になったと言えるでしょう。実際に、石碑に着目し
た調査、オーバーツーリズムや着地型観光等の観光に着目した研修など多種多様なテーマが見られ、調査手法に目を向けても、
アンケート調査やヒアリング、現地企業の方による講演など、こちらも多種多様です。それぞれのゼミのカラーが表れたテーマ
や研修報告になっており、質疑応答も活発になされました。

自身が所属するゼミの地域研修のみならず、他のゼミの地域研修の内容に触れたことで、様々なテーマ・角度から地域を考え
る大変良い機会になったのではないかと思います。（藤田 知也）

◎報告ゼミ順序と研修地

2023年12月17日 ㈰  32番教室、33番教室、34番教室、40番教室、41番教室、42番教室、50番教室
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